
土
屋
文
明
の
別
府
来
訪
に
関
し
て

　
　
　
　
　
一

　
大
正
、
昭
和
の
短
歌
史
上
不
滅
の
足
跡
を
し
る
し
た
土
屋
文
明

は
、
八
回
別
府
市
を
訪
れ
て
い
る
。
同
じ
く
ア
ラ
ラ
ギ
を
育
て
て

き
た
斎
藤
茂
吉
の
来
別
は
、
本
紙
第
＋
号
で
記
し
た
よ
う
に
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
留
学
を
前
に
し
た
医
事
視
察
を
含
ん
だ
も
の
で
、
は
っ
き

り
と
月
日
の
分
か
っ
て
い
る
の
は
一
回
だ
け
で
あ
っ
た
。
文
明
の

方
が
来
別
回
数
の
多
い
の
は
、
作
歌
上
嘱
望
し
て
い
た
徳
田
白
楊

と
金
石
淳
彦
の
両
名
が
、
期
間
の
長
短
は
あ
る
が
別
府
市
に
居
た

こ
と
と
、
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
の
作
歌
力
を
高
め
る
に
は
、
直
接
指
導

を
惜
し
ま
な
い
姿
勢
を
終
生
と
り
続
け
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　
ア
ラ
ラ
ギ
も
姿
を
変
え
て
し
ま
っ
た
現
在
、
誰
か
が
文
明
の
来

別
を
記
さ
な
い
限
り
、
年
と
と
も
に
事
実
を
知
る
人
は
減
り
、
記

述
は
難
し
く
な
る
。
そ
の
こ
と
か
ら
敢
て
筆
を
執
っ
た
次
第
で
あ

る
。
以
下
、
来
別
の
様
子
を
年
代
の
順
序
に
従
っ
て
記
す
が
、
現

佐
　
藤
　
嘉
　
一

に
生
存
す
る
方
以
外
は
文
中
で
の
敬
称
を
省
い
た
。

　
最
も
早
い
来
別
は
昭
和
四
年
九
月
で
あ
る
。
前
年
よ
り
大
分
新

聞
短
歌
欄
の
選
者
を
し
て
い
た
こ
と
が
、
そ
の
契
機
と
な
っ
た
。

　
前
の
選
者
は
若
山
牧
水
で
、
そ
の
牧
水
が
昭
和
三
年
九
月
十
七

日
に
病
歿
し
た
後
、
請
わ
れ
て
選
を
行
う
こ
と
に
な
っ
た
。
近
代

短
歌
史
の
上
で
は
、
牧
水
は
自
然
主
義
的
短
歌
作
者
と
さ
れ
る
が
、

上
屋
文
明
は
現
実
凝
視
の
厳
し
さ
と
、
即
物
的
詠
風
を
加
え
つ
つ

あ
っ
て
、
牧
水
と
は
明
ら
か
に
相
異
す
る
も
の
で
、
そ
の
文
明
を

選
者
と
し
て
迎
え
た
大
分
新
聞
関
係
者
の
達
見
に
は
、
今
で
も
私

は
敬
意
を
抱
い
て
い
る
。
実
際
に
選
を
始
め
た
の
は
昭
和
三
年
十

月
か
ら
で
、
そ
の
二
十
三
日
号
に
「
大
分
歌
壇
の
選
を
す
る
始
め

に
当
た
り
て
」
と
題
し
た
か
な
り
の
長
文
を
載
せ
て
い
る
。
（
こ

の
文
章
は
従
来
殆
ど
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。
先
年
、
当
時
の
ア

ラ
ラ
ギ
編
集
委
員
の
清
水
房
雄
氏
の
依
頼
も
あ
っ
て
、
大
分
新
聞
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選
者
に
正
確
に
は
い
つ
か
ら
つ
い
た
か
を
、
県
立
図
書
館
所
蔵
の

大
分
新
聞
マ
ィ
ク
ロ
フ
ィ
ル
ム
で
探
し
て
い
て
見
出
し
た
も
の
で

あ
る
。
）
前
文
を
掲
げ
る
に
は
長
い
の
で
、
地
元
に
直
結
す
る
部

分
の
み
抜
粋
し
て
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
一
寸
見
た
だ
け
で
も
本
紙
の
寄
稿
家
諸
氏
の
作
品
に
も
、
強
ひ

　
て
歌
言
葉
に
す
る
た
め
、
強
ひ
て
流
行
の
歌
詞
に
倣
ふ
た
め
、

　
反
っ
て
言
葉
の
無
理
や
表
現
の
不
明
瞭
を
来
し
て
い
る
の
が
可

　
成
目
に
つ
く
。
（
中
略
）
大
分
地
方
は
古
来
地
方
と
し
て
特
色

　
あ
る
文
学
者
、
芸
術
家
を
沢
山
出
し
た
所
と
関
い
て
居
る
。
段

　
々
地
方
の
特
色
と
い
ふ
も
の
の
少
な
く
な
っ
て
ゆ
く
現
代
に
あ

　
っ
て
、
我
が
大
分
歌
壇
の
諸
氏
に
よ
っ
て
中
央
な
ど
に
は
顧
慮

　
し
な
い
特
色
あ
る
作
品
の
出
で
来
ら
む
こ
と
は
決
し
て
希
望
し

　
て
得
ら
れ
な
い
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
。
縁
が
あ
っ
て
本
紙
歌
壇

　
に
関
係
す
る
を
得
た
る
好
機
会
に
臨
ん
で
、
大
に
大
分
歌
人
諸

　
氏
の
奮
起
を
翼
つ
て
止
ま
な
い
次
第
で
あ
る
。

　
す
で
に
大
正
六
年
よ
り
雑
誌
ア
ラ
ラ
ギ
で
選
を
し
て
き
た
が
、

新
聞
短
歌
欄
の
選
者
と
な
っ
た
の
は
最
初
で
あ
っ
た
。
大
分
歌
壇

と
し
て
、
中
央
に
は
顧
慮
し
な
い
「
特
色
あ
る
作
品
」
を
制
作
す

る
よ
う
述
べ
て
い
る
と
こ
ろ
な
ど
、
傾
聴
す
べ
き
こ
と
で
あ
る
。

　
昭
和
四
年
に
は
、
第
二
歌
集
「
往
還
集
」
（
大
正
十
四
年
～
昭

和
四
年
）
の
「
巻
末
記
」
に
、
「
こ
の
年
は
安
居
会
を
体
ん
だ
の

で
自
分
は
単
独
で
九
州
を
旅
行
し
て
来
た
。
鹿
児
島
に
於
け
る
岡

村
氏
、
村
田
氏
、
大
分
に
於
け
る
内
本
氏
そ
の
他
多
く
の
人
々
に

厚
意
を
受
け
た
が
と
記
し
て
い
る
。
こ
の
と
こ
ろ
を
月
日
を
挙
げ

て
具
体
的
に
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
八
月
二
十
五
日
、
福
岡

ア
ラ
ラ
ギ
会
。
二
十
七
日
、
鹿
児
島
歌
会
。
二
十
八
日
、
霧
島
丸

山
温
泉
虹
山
荘
歌
会
。
三
十
日
、
熊
本
歌
会
。
九
月
一
日
、
大
分

歌
会
。
二
日
、
中
津
歌
会
。
以
下
、
高
松
、
倉
敷
、
大
阪
と
廻
っ

て
九
日
に
帰
京
し
て
い
る
。

　
こ
の
九
月
一
日
の
大
分
歌
会
は
、
大
分
新
聞
主
催
の
会
で
、
文

明
が
上
記
の
通
り
選
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
指
導
者
と
し

て
招
請
さ
れ
た
。
会
場
は
市
の
公
会
堂
で
あ
っ
た
。
こ
の
時
、
新

聞
選
歌
で
清
々
し
い
佳
作
を
多
数
採
ら
れ
て
、
文
明
も
は
っ
き
り

記
憶
し
て
い
た
徳
田
白
楊
（
当
時
十
九
歳
）
が
、
紺
絣
の
着
流
し

で
出
席
し
て
お
り
、
そ
の
様
子
は
「
徳
田
白
楊
歌
集
」
の
序
文
で

文
明
が
詳
し
く
記
し
て
い
る
。
徳
田
白
楊
は
翌
昭
和
五
年
よ
り
別

府
の
中
村
病
院
に
入
院
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は

も
う
少
し
後
で
記
す
こ
と
に
す
る
。
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さ
て
、
「
往
還
集
」
昭
和
四
年
の
頃
に
「
別
府
」
と
題
し
て
、

　
　
青
山
の
は
ざ
ま
に
立
て
る
温
泉
の
け
む
り
夕
か
ぎ
ろ
ひ
に
あ

　
　
は
れ
白
し
も

　
　
蜻
蛉
は
虫
と
い
へ
ど
も
血
の
池
に
お
び
た
だ
し
く
も
浮
き
て

　
　
死
に
た
る

　
の
二
首
が
あ
る
。
後
の
歌
の
三
句
目
に
「
血
の
池
」
と
あ
る
通

り
、
血
の
池
地
獄
で
の
嘱
目
の
作
で
あ
り
、
前
の
一
首
は
、
血
の

池
地
獄
と
限
定
せ
ず
、
例
え
ば
郊
外
の
鉄
輪
付
近
を
想
定
し
て
も

十
分
に
通
る
歌
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
確
実
に
見
る
べ
き
も
の
は
見

て
お
り
、
写
象
鮮
明
な
作
品
と
い
え
る
。
八
月
三
十
一
日
と
歌
会

当
日
の
九
月
一
日
は
、
大
分
市
の
内
本
紅
蓼
宅
（
大
分
市
荷
揚
町
。

氏
は
九
電
に
勤
め
て
い
た
と
聞
い
て
い
る
。
）
に
泊
っ
た
と
い
わ

れ
る
か
ら
、
（
瓜
生
鉄
雄
「
感
慕
泉
」
よ
り
）
特
に
歌
会
等
の
所

用
の
入
っ
て
い
な
い
三
十
一
日
の
夕
刻
、
血
の
池
地
獄
等
に
足
を

運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
二

　
徳
田
白
楊
は
、
大
分
歌
会
席
上
、
土
屋
文
明
の
瞥
咳
に
接
し
て

か
ら
は
、
い
よ
い
よ
作
歌
に
集
中
し
、
「
前
と
同
じ
素
直
な
清
す

が
し
い
、
し
か
も
自
ら
の
生
命
を
深
く
か
な
し
む
自
ら
な
る
調
べ

に
よ
っ
て
歌
作
を
続
け
、
」
（
「
徳
田
白
楊
歌
集
」
序
文
。
文
明
の

記
す
序
文
で
あ
る
。
以
下
「
歌
集
序
文
」
と
略
記
）
て
、
そ
れ
を

文
明
選
の
大
分
新
聞
短
歌
欄
や
ア
ラ
ラ
ギ
ヘ
提
出
し
て
行
っ
た
。

歌
集
の
年
譜
を
み
る
と
、
「
昭
和
五
年
六
月
に
腎
臓
を
病
み
、
別

府
中
村
病
院
に
入
院
し
左
腎
臓
摘
出
手
術
を
行
ふ
。
八
月
十
日
退

院
し
新
町
林
旅
館
に
病
を
養
ふ
。
」
と
あ
り
、
僅
か
十
九
歳
に
し

て
余
命
幾
何
も
な
い
大
患
に
あ
っ
た
。
当
時
の
中
村
病
院
は
、
今

の
浜
脇
二
丁
目
の
河
下
医
院
と
い
う
。
別
府
で
の
白
楊
の
療
養
生

活
に
つ
て
い
は
、
本
紙
第
四
号
の
拙
文
「
別
府
で
聞
か
れ
た
『
九

州
小
安
居
』
」
で
記
し
た
通
り
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
れ
と
の
重

複
を
避
け
、
ま
た
こ
の
後
、
文
明
が
白
楊
の
歿
後
訪
れ
た
松
原
公

園
と
の
繋
が
り
の
上
か
ら
、
白
楊
の
松
原
公
園
に
て
詠
ん
だ
う
ち

の
さ
ら
に
三
首
の
み
挙
げ
る
こ
と
に
す
る
。

　
　
わ
が
病
い
ま
だ
癒
え
ざ
る
に
こ
の
夕
べ
松
原
公
園
に
ひ
と
り

　
　
来
に
け
り

　
　
世
界
館
の
前
す
で
に
人
こ
み
合
ひ
て
楽
し
き
夕
べ
と
な
り
ゆ

　
　
く
ら
し
・
も

　
　
わ
が
こ
こ
ろ
い
た
む
時
来
て
公
園
の
桜
落
葉
を
ふ
み
て
あ
り
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こ
の
年
十
月
に
帰
郷
。
旧
制
竹
田
中
学
校
に
通
い
な
が
ら
療
養

に
当
り
、
翌
六
年
三
月
、
認
定
及
第
の
名
目
で
中
学
卒
業
を
迎
え

た
。
そ
の
後
、
病
篤
く
、
病
床
に
呻
吟
す
る
日
々
で
あ
っ
た
。
そ

う
し
た
な
か
で
。

　
　
宵
々
に
雁
鳴
き
渡
る
こ
の
ご
ろ
の
わ
が
む
ら
ぎ
も
の
こ
こ
ろ

　
　
寂
け
し

　
ほ
か
の
「
雁
渡
る
」
七
首
が
あ
り
、
「
歌
集
序
文
」
に
「
こ
れ

ら
は
特
に
佳
作
で
あ
る
が
、
徳
田
君
の
歌
に
は
全
体
に
わ
た
つ
て

か
う
い
ふ
独
自
の
境
地
を
掴
ん
で
し
か
も
澄
み
切
っ
た
も
の
が
あ

る
。
」
と
激
賞
さ
れ
る
ほ
ど
、
二
十
一
歳
の
青
年
に
し
て
は
実
に

完
成
度
の
高
い
作
品
を
残
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
文
明
は
、
昭
和
八
年
一
月
四
日
か
ら
六
日
ま
で
、
鹿
児
島
阿
久

根
温
泉
で
の
九
州
ア
ラ
ラ
ギ
歌
会
に
出
席
し
、
帰
途
、
大
分
新
聞

社
で
談
話
会
を
開
い
た
。
鹿
児
島
へ
の
途
次
、
別
府
に
立
寄
っ
て

お
り
、
こ
れ
が
二
回
目
の
来
別
で
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
「
歌
集
序

文
」
に
も
見
え
る
の
で
次
に
挙
げ
る
。

　
昭
和
八
年
一
月
、
私
は
再
び
鹿
児
島
へ
の
途
次
大
分
を
過
ぎ
た
。

　
徳
田
君
の
こ
と
を
思
ひ
、
す
で
に
そ
の
病
気
の
経
過
か
ら
し
て

　
命
の
益
々
迫
っ
て
居
る
こ
と
を
感
じ
、
黙
然
た
ら
ざ
る
を
得
な

　
か
っ
た
。
途
中
か
ら
同
行
の
吉
田
正
俊
、
飯
野
真
澄
両
君
と
共

　
に
慰
安
の
絵
葉
書
な
ど
書
い
た
。
作
品
の
み
に
よ
っ
て
徳
田
君

　
を
知
っ
て
い
る
両
君
は
旅
程
を
都
合
し
て
病
床
を
見
舞
ふ
こ
と

　
を
主
張
さ
れ
た
。
年
の
始
で
休
ん
で
居
る
別
府
の
本
屋
で
地
図

　
を
求
め
、
大
野
郡
上
緒
方
村
を
探
し
て
交
通
の
具
合
を
調
べ
た

　
り
し
た
。
け
れ
ど
も
土
地
の
人
に
聞
い
て
も
、
交
通
の
点
が
要

　
頷
を
得
な
か
っ
た
。
私
も
こ
の
時
も
ま
た
突
然
の
訪
問
が
徳
田

　
君
を
喜
ば
す
よ
り
も
、
病
気
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
を
恐
れ

　
て
、
両
君
の
言
に
聞
い
て
見
舞
い
を
決
行
す
る
こ
と
が
出
来
な

　
か
っ
た
。

　
昭
和
八
年
当
時
、
別
府
市
内
で
本
屋
を
開
い
て
い
た
の
は
、
元

三
河
屋
書
店
主
北
村
正
夫
氏
に
よ
れ
ば
、
次
の
三
軒
と
の
こ
と
で

あ
る
。
一
つ
は
三
河
屋
書
店
で
、
元
町
の
現
在
氏
の
居
住
し
て
い

る
場
所
に
あ
っ
た
。
一
つ
は
明
倫
堂
書
店
で
、
流
川
四
丁
目
角
の

現
在
の
西
日
本
銀
行
の
所
に
あ
っ
た
。
一
つ
は
金
泉
堂
書
店
で
、

流
川
通
の
現
在
の
お
き
な
堂
の
所
に
あ
っ
た
。
他
の
商
品
と
共
に

本
を
置
い
て
い
た
店
も
二
、
三
あ
っ
た
が
、
教
科
書
も
扱
う
専
門

書
店
で
あ
っ
た
の
は
右
の
三
軒
で
、
地
図
を
求
め
た
の
は
、
こ
の
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う
ち
の
一
軒
で
あ
っ
た
こ
と
は
先
ず
間
違
い
あ
る
ま
い
。

　
鹿
児
島
か
ら
の
帰
途
、
大
分
新
聞
社
で
歌
読
会
を
聞
い
た
文
明

は
、
白
楊
の
歌
を
独
自
の
境
地
に
達
し
、
澄
み
切
っ
た
と
こ
ろ
の

あ
る
の
を
大
い
に
称
揚
し
た
如
く
で
あ
る
。
そ
の
十
日
ほ
ど
後
の

一
月
十
九
日
、
白
楊
は
僅
か
二
十
三
歳
で
そ
の
生
涯
を
終
え
た
。

歌
作
を
始
め
た
当
時
か
ら
高
い
作
風
を
持
っ
て
い
た
白
楊
は
、
文

明
が
大
分
新
聞
の
選
を
担
当
す
る
と
直
に
そ
れ
に
投
稿
し
て
、
作

品
の
質
を
格
段
に
高
め
る
機
会
を
得
た
。
さ
ら
に
ア
ラ
ラ
ギ
会
員

と
な
っ
て
、
新
聞
、
雑
誌
両
面
の
よ
き
指
導
者
の
も
と
で
独
自
の

歌
境
を
開
き
得
た
。
本
人
の
高
い
資
質
を
よ
り
高
く
深
く
伸
ば
す

｀
に
は
、
よ
き
指
導
者
に
め
ぐ
り
合
う
こ
と
に
よ
る
顕
著
な
例
を
こ

こ
に
み
る
思
い
で
あ
る
。
白
楊
の
死
後
、
一
年
余
り
経
た
昭
和
九

年
六
月
に
、
文
明
の
編
集
と
長
文
の
序
を
付
し
て
「
徳
田
白
楊
歌

集
」
が
刊
行
さ
れ
た
。
以
後
、
昭
和
三
十
三
年
に
再
版
、
五
十
一

年
に
三
眠
、
六
十
三
年
に
は
四
版
ま
で
刊
行
さ
れ
、
そ
の
都
度
、

文
明
の
簡
潔
だ
が
気
持
の
溢
れ
る
言
葉
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
年

少
の
作
者
で
且
つ
短
歌
の
如
き
小
詩
型
で
、
か
く
四
版
ま
で
版
を

。
重
ね
て
刊
行
さ
れ
る
例
は
滅
多
に
な
い
。
別
府
で
詠
ん
だ
「
病
中

雑
詠
」
四
十
一
首
、
「
松
原
公
園
」
十
八
首
も
、
こ
の
歌
集
に
よ
っ

て
永
久
に
人
々
の
間
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
三

　
土
屋
文
明
の
第
三
回
目
の
来
別
は
、
昭
和
十
年
一
月
五
日
か
ら

八
日
朝
ま
で
、
浜
脇
土
佐
屋
旅
館
で
行
わ
れ
た
「
九
州
小
安
居
」

に
出
席
指
導
し
た
の
が
そ
れ
に
当
た
る
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は

本
誌
第
四
号
の
拙
文
「
別
府
で
聞
か
れ
た
『
九
州
小
安
居
』
」
で

述
べ
た
の
で
、
重
複
を
避
け
て
若
干
記
す
に
留
め
る
。

　
第
三
歌
集
「
山
谷
集
」
（
昭
和
五
年
～
十
年
一
月
）
は
、
日
毎

に
軍
国
主
義
化
す
る
時
代
や
社
会
の
動
向
に
対
す
る
率
直
な
表
白

に
満
ち
、
こ
れ
ま
で
の
諸
作
か
ら
一
層
大
き
な
飛
躍
を
と
げ
た
作

品
を
集
め
て
い
る
。
斎
藤
茂
吉
に
代
っ
て
ア
ラ
ラ
ギ
の
編
集
兼
発

行
名
義
人
と
な
っ
た
年
か
ら
始
ま
り
、
身
辺
多
忙
を
極
め
た
時
期

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
に
続
く
第
四
歌
集
「
六
月
風
」
（
昭
和
十
年

二
月
～
十
二
年
）
の
冒
頭
に
「
別
府
松
原
公
園
に
て
徳
田
白
楊
を

思
ふ
」
の
四
首
が
あ
る
。
そ
の
な
か
の
後
の
二
首
が
直
接
別
府
に

関
係
し
て
い
る
の
で
そ
れ
を
挙
げ
る
と
。

　
　
町
の
中
に
わ
づ
か
松
あ
る
公
園
を
命
よ
ろ
こ
び
ゆ
き
し
君
は
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相
寄
り
て
君
を
か
な
し
み
橋
わ
た
る
ほ
の
ぼ
の
清
き
三
日
月

　
　
立
て
り

　
　
「
九
州
小
安
居
」
の
小
憩
時
（
昭
和
十
年
一
月
六
日
か
七
日
夕

食
後
の
）
に
参
会
者
の
数
名
と
外
出
し
た
折
の
作
で
、
「
わ
づ
か

松
あ
る
公
園
」
は
、
白
楊
が
病
を
養
っ
て
い
た
当
時
の
松
原
公
園

で
あ
る
。
今
、
公
園
に
来
て
白
楊
の
こ
と
を
思
い
出
し
て
い
る
一

首
だ
が
、
「
命
よ
ろ
こ
び
」
は
、
病
の
や
や
落
着
い
た
、
暫
し
の

間
の
安
堵
に
似
た
「
よ
ろ
こ
び
」
で
あ
る
。
「
相
寄
り
て
」
の
歌

に
つ
い
て
は
本
誌
四
号
の
小
文
で
触
れ
た
の
で
、
こ
こ
で
は
省
略

す
る
が
、
い
ず
れ
も
白
楊
を
惜
し
む
気
持
が
Ｉ
首
の
す
み
ず
み
ま

で
行
き
届
い
た
作
で
あ
る
。

　
第
四
回
目
の
来
別
は
昭
和
十
三
年
三
月
十
一
日
で
あ
る
。
三
月

七
日
、
九
大
愛
育
館
で
福
岡
歌
会
。
十
日
に
は
熊
本
医
大
歌
会
。

十
一
日
に
は
大
分
歌
会
を
「
別
府
北
浜
寿
旅
館
」
で
行
な
わ
れ
た

と
「
土
屋
文
明
論
考
」
に
記
し
て
い
る
。

　
こ
の
時
の
様
子
を
伝
え
る
資
料
は
私
の
手
許
に
は
な
い
が
、
瓜

生
鉄
雄
歌
集
「
仏
桑
花
」
（
昭
和
四
十
二
年
刊
）
を
み
る
と
、
こ

の
昭
和
十
二
年
の
作
に
。

　
　
夕
か
ぎ
ろ
ひ
に
吾
が
立
ち
て
見
る
湯
煙
を
あ
は
れ
白
し
と
言

　
　
ひ
し
君
は
も

　
が
あ
り
、
こ
れ
は
文
明
が
昭
和
四
年
第
一
回
目
の
来
別
時
に
詠

ん
だ
、
上
掲
「
青
山
の
は
ざ
ま
に
立
て
る
」
の
一
首
を
想
起
し
て

歌
っ
た
と
思
わ
れ
、
歌
会
時
に
提
出
し
た
作
で
は
な
い
か
と
推
測

す
る
。
氏
は
文
明
が
別
府
に
見
え
て
の
こ
れ
ま
で
の
三
回
の
会
す

べ
て
に
出
席
し
て
い
る
し
、
こ
れ
か
ら
後
の
来
会
時
の
す
べ
て
の

世
話
に
も
当
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
時
の
会
に
は
、
当
時
作
歌

し
て
い
た
猪
股
辰
禰
（
こ
の
時
、
市
内
小
学
校
訓
導
、
の
ち
付
属

小
学
校
訓
導
と
な
り
、
戦
後
は
文
部
省
に
勤
め
た
。
）
も
出
席
し

た
と
の
こ
と
で
、
会
場
は
流
川
の
竹
屋
旅
館
で
あ
っ
た
と
、
令
弟

猪
股
静
佃
氏
か
ら
平
成
十
年
二
月
に
聞
い
た
ば
か
り
で
あ
る
。
そ

う
な
る
と
、
上
記
「
文
明
論
考
」
の
記
述
と
違
っ
て
く
る
が
、
何

れ
を
採
る
べ
き
か
、
私
に
ヽ
は
分
か
ら
な
い
。

　
　
　
　
四

　
太
平
洋
戦
争
後
、
文
明
の
作
歌
活
動
は
い
よ
い
よ
旺
盛
で
、
現

実
直
視
の
作
歌
姿
勢
は
さ
ら
に
強
ま
っ
た
。
選
歌
の
上
で
も
、
実

生
活
の
な
か
か
ら
生
ま
れ
た
実
感
溢
れ
る
作
品
を
多
数
掘
り
出
し
、

近
代
短
歌
史
の
上
で
も
「
文
明
選
歌
」
の
名
で
特
に
注
目
さ
れ
る

-
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働
き
を
し
た
。
ま
た
、
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
も
い
え
る
「
万
葉
集
私

注
」
の
著
作
に
も
着
手
し
、
確
実
に
刊
行
が
進
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
活
動
の
な
か
で
、
昭
和
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
、

大
分
市
威
徳
寺
で
の
歌
会
に
出
席
し
、
指
導
に
当
た
っ
た
。
福
岡
、

熊
本
、
宮
崎
と
廻
り
、
二
十
三
日
に
佐
伯
の
歌
会
に
出
た
あ
と
、

そ
の
夜
は
別
府
北
浜
の
花
菱
ホ
テ
ル
に
宿
泊
し
た
。
こ
れ
が
第
五

回
目
の
来
別
で
あ
る
。
二
十
四
日
朝
、
威
徳
寺
の
瓜
生
鉄
雄
が
迎

え
に
行
っ
た
。
そ
の
時
に
突
然
、
文
明
の
方
か
ら
「
瓜
生
君
、
歌

を
書
こ
う
。
」
と
言
い
出
し
て
、
墨
、
硯
を
と
り
寄
せ
、
半
折
に

書
い
た
の
が
次
の
一
首
で
あ
る
。
（
こ
こ
の
所
は
直
接
、
瓜
生
氏

か
ら
聞
い
た
こ
と
で
あ
る
。
）

　
　
と
ど
こ
ほ
る
水
に
立
ち
た
る
菖
蒲
の
葉
す
る
ど
さ
は
石
を
押

　
　
へ
む
と
す
る

　
昭
和
二
十
一
年
五
月
、
益
田
市
万
福
寺
で
詠
ん
だ
作
で
、
第
七

歌
集
「
山
下
水
」
（
昭
和
二
十
年
～
二
十
一
年
）
に
収
め
ら
れ
て

い
る
。
下
旬
に
写
生
の
到
達
し
た
姿
を
見
る
如
き
歌
で
あ
る
。
立

派
に
表
装
し
て
、
威
徳
寺
の
書
院
に
掲
げ
て
い
た
。

　
歌
会
場
は
上
記
の
よ
う
に
別
府
市
で
は
な
く
、
そ
れ
を
記
せ
ば

拙
文
の
題
目
か
ら
外
れ
る
の
で
省
略
す
る
が
、
こ
の
二
十
四
日
夕

刻
ヽ
文
明
は
松
山
へ
向
か
っ
た
。

　
　
　
　
五

　
第
六
回
目
の
来
別
は
昭
和
三
十
四
年
十
月
十
八
日
の
金
石
淳
彦

追
悼
歌
会
の
出
席
が
そ
れ
で
あ
る
。

　
文
明
選
歌
の
な
か
で
も
際
立
っ
た
存
在
で
、
ま
た
「
短
歌
研
究
」

等
の
雑
誌
に
も
作
品
を
掲
載
し
て
い
た
金
石
淳
彦
は
、
昭
和
三
十

四
年
八
月
二
十
三
日
、
上
田
の
湯
の
武
藤
幸
治
方
で
死
去
し
た
。

四
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
京
都
大
学
経
済
学
部
在
学
中
に
喀
血
し
、

卒
業
後
も
回
復
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
昭
和
十
六
年
九
月
に
鶴

水
園
の
叔
父
の
別
宅
に
寄
寓
、
療
養
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
が
別

府
在
住
の
始
ま
り
で
あ
る
。
（
十
八
年
七
月
に
上
田
の
湯
の
武
藤

家
に
移
っ
た
。
）

　
優
れ
た
歌
は
沢
山
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
こ
と
と
は
別
に
し

て
、
詠
ま
れ
た
場
所
が
別
府
郡
内
で
、
そ
れ
が
明
か
に
出
て
い
る

作
を
三
首
だ
け
挙
げ
て
お
こ
う
。

　
　
身
振
り
の
み
見
え
ゐ
る
徳
田
球
一
を
扉
口
よ
り
の
ぞ
き
立
去

　
　
る
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
二
三
）

　
　
図
書
室
に
雑
誌
一
冊
読
み
て
帰
る
病
み
ゐ
る
日
々
の
け
ふ
の

-
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し
る
し
と
し
て

（
昭
二
五
）

　
　
遠
き
樟
淡
き
み
ど
り
に
な
り
た
り
と
あ
る
日
簾
を
あ
げ
て
お

　
　
ど
ろ
く
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
昭
三
二
）

　
初
め
の
一
首
は
、
今
の
中
央
公
民
館
に
、
当
時
の
共
産
党
書
記

長
徳
田
球
一
が
来
て
演
脱
会
を
開
い
た
時
の
様
子
で
あ
る
。
次
の

一
首
も
同
じ
中
央
公
民
館
で
、
そ
の
頃
は
半
地
下
室
と
な
っ
て
い

た
今
の
講
座
室
の
辺
に
図
書
館
が
あ
っ
た
。
病
の
よ
い
日
に
は
、

そ
こ
で
雑
誌
を
読
ん
で
い
た
。
岩
波
の
「
世
界
」
や
、
そ
の
頃
£

で
刊
行
し
て
い
た
筑
摩
の
「
展
望
」
な
ど
を
読
ん
で
い
た
と
聞
い

て
い
る
。
最
後
の
歌
は
、
病
室
の
窓
か
ら
は
北
西
に
当
た
る
宮
地

嶽
神
社
の
方
向
に
あ
る
樟
を
見
て
の
作
で
あ
る
。

　
歿
後
、
昭
和
三
十
五
年
に
「
金
石
淳
彦
歌
集
」
が
刊
行
さ
れ
た

が
、
そ
の
序
に
土
屋
文
明
は
次
の
よ
う
に
言
っ
て
い
る
。

　
金
石
の
歌
集
編
集
に
協
力
し
な
が
ら
、
私
の
感
じ
た
こ
と
の
第

一
は
、
金
石
が
実
に
よ
く
生
き
た
と
い
ふ
こ
と
で
あ
つ
だ
。
実

に
清
く
生
き
た
。
実
に
美
し
く
生
き
た
。
さ
う
し
て
実
に
強
く

生
き
た
。
金
石
は
病
気
を
し
た
。
（
中
略
）
そ
れ
な
の
に
さ
う

し
た
外
面
の
事
情
に
屈
す
る
こ
と
も
な
く
、
甘
え
る
こ
と
も
な

く
、
た
だ
ひ
た
す
石
に
自
分
の
生
を
生
き
た
や
う
だ
。
勿
論
金

　
石
も
金
石
の
時
代
に
生
き
た
所
謂
知
識
人
の
万
人
で
あ
る
か
ら
、

　
金
石
の
作
品
の
強
弱
深
浅
も
お
の
づ
か
ら
そ
の
こ
と
に
つ
な
が

　
っ
て
居
る
で
あ
ら
う
。
（
中
略
）
と
も
あ
れ
、
私
は
本
巣
の
編

　
巣
の
た
め
金
石
の
作
品
を
通
覧
し
て
、
金
石
の
一
生
は
尊
敬
さ

　
れ
、
そ
の
歌
境
は
重
視
さ
る
べ
き
だ
と
い
ふ
感
慨
を
新
に
し
た
。

　
こ
の
文
明
の
言
葉
以
上
の
評
言
は
他
に
な
い
と
思
っ
て
い
る
が
、

そ
れ
だ
け
に
、
生
前
か
ら
の
金
石
淳
彦
の
作
品
と
生
き
方
に
、
文

明
は
注
意
を
払
っ
て
い
た
。
死
後
間
も
な
く
の
昭
和
三
十
四
年
十

月
十
八
日
に
、
豊
泉
荘
で
聞
か
れ
た
金
石
淳
彦
追
悼
歌
会
に
、
ア

ラ
ラ
ギ
編
集
の
実
務
上
の
責
任
者
で
あ
っ
た
五
味
保
義
と
と
も
に

出
席
し
た
の
も
、
こ
の
よ
う
な
背
景
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
会
に
は
県
内
は
勿
論
、
西
日
本
各
地
の
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
が
集
ま

り
、
豊
泉
荘
の
会
場
大
広
間
も
溢
れ
ん
ば
か
り
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
時
の
文
明
は
「
金
石
淳
彦
追
悼
歌
会
　
於
別
府
」
と
題
し

た
五
首
を
第
九
歌
集
「
青
南
巣
」
（
昭
和
二
十
七
年
～
三
十
五
年
）

に
収
め
て
お
り
、
ま
た
五
首
と
も
岩
波
文
庫
版
に
収
め
て
い
る
。

こ
の
中
か
ら
三
首
だ
け
挙
げ
る
。

　
　
つ
ら
な
り
て
写
れ
る
二
十
四
年
前
亡
き
を
ば
数
ふ
生
き
て
相

　
　
見
て
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生
徒
服
着
た
る
は
金
石
と
も
う
丁
人
そ
の
あ
り
し
様
も
我
は

　
　
忘
れ
ぬ

　
　
ほ
の
ぼ
の
と
ダ
チ
ュ
ラ
の
花
の
花
か
げ
に
歎
き
は
長
し
生
け

　
　
る
よ
す
が
に

　
最
初
の
歌
に
見
え
る
写
真
は
、
上
記
三
回
目
の
来
別
に
あ
た
る

昭
和
十
年
一
月
の
「
九
州
小
安
居
」
時
に
撮
っ
た
そ
れ
を
指
す
。

こ
の
写
真
は
本
誌
第
四
号
の
拙
文
三
十
二
頁
に
掲
げ
て
い
る
の
と

同
一
の
も
の
で
あ
る
。
二
首
目
も
そ
の
写
真
を
見
て
歌
っ
た
も
の

で
、
「
生
徒
服
着
た
る
は
金
石
と
も
う
一
人
」
と
あ
る
金
石
淳
彦

は
、
写
真
二
列
目
の
左
か
ら
二
人
目
。
当
時
、
旧
制
佐
賀
高
校
文

科
三
年
生
で
あ
っ
た
。
「
も
う
一
人
」
は
、
後
列
右
端
の
芳
賀
日

出
男
で
あ
る
。
後
年
、
都
城
で
医
院
を
開
き
、
終
生
ア
ラ
ラ
ギ
会

員
で
あ
っ
た
。
当
時
は
医
専
生
徒
か
、
医
学
部
の
学
生
で
あ
っ
た

の
で
あ
ろ
う
。
最
後
の
歌
に
見
え
る
ダ
チ
ュ
ラ
は
、
的
ケ
浜
に
あ
っ

た
錦
水
園
の
温
室
内
に
咲
い
て
い
た
も
の
と
聞
い
て
い
る
。

歌
会
終
了
後
、
そ
の
夜
の
寝
台
列
車
で
帰
京
し
た
か
ら
、
こ
の
歌

の
ダ
チ
ュ
ラ
は
十
月
十
七
日
か
、
十
八
日
の
歌
会
の
前
に
見
た
も

の
と
思
わ
れ
る
。

　
徳
田
白
楊
も
金
石
淳
彦
も
峻
厳
な
土
屋
文
明
の
薫
陶
に
よ
く
応

え
た
数
少
な
い
な
か
の
人
物
で
あ
り
、
そ
の
点
か
ら
大
い
に
嘱
望

さ
れ
る
存
在
で
あ
っ
た
。
そ
の
死
後
、
文
明
が
わ
ざ
わ
ざ
別
府
を

訪
れ
た
の
も
、
両
名
を
惜
ん
で
の
こ
と
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
よ
う

な
こ
と
は
文
明
の
生
涯
の
な
か
で
も
そ
う
数
あ
る
例
で
は
な
い
。

見
込
ん
だ
相
手
に
こ
う
し
た
労
を
厭
わ
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
文

明
の
人
間
性
が
溶
み
出
て
お
り
、
さ
ら
に
文
明
短
歌
の
特
性
も
窺

え
る
よ
う
で
あ
る
。

　
　
　
六

　
以
下
、
で
き
る
だ
け
簡
略
に
記
す
が
、
第
七
回
目
の
来
訪
は
昭

和
四
十
年
十
一
月
十
八
日
で
あ
る
。
同
月
十
五
日
東
京
出
発
、
ほ

ぼ
九
州
を
一
周
し
て
、
二
十
七
日
帰
京
し
た
な
か
の
来
別
で
あ
っ

た
。
こ
の
足
跡
は
、
翌
年
の
「
短
歌
研
究
」
一
月
号
に
発
表
し
た

「
続
西
南
雑
詠
」
Ｔ
一
三
首
の
大
作
と
な
っ
て
残
っ
て
い
る
が
、

（
第
＋
歌
集
「
続
青
南
集
」
　
〈
昭
和
三
十
六
年
～
四
十
一
年
〉
に

収
載
）
別
府
で
の
歌
は
な
い
。
だ
が
、
早
く
ア
ラ
ラ
ギ
会
員
と
な

り
、
一
首
一
首
工
夫
し
た
構
成
の
な
か
に
女
性
ら
し
い
紬
や
か
な

気
持
ち
を
込
め
た
歌
を
残
し
た
、
吉
光
ま
す
み
の
「
吉
光
ま
す
み

歌
集
」
の
年
譜
に
、
「
十
一
月
十
八
日
、
午
前
十
時
半
頃
、
土
屋
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文
明
先
生
、
テ
ル
子
夫
人
お
立
寄
下
さ
る
。
『
昨
日
、
国
東
に
ゆ

き
、
昨
夜
は
日
名
子
ホ
テ
ル
に
泊
っ
た
よ
。
』
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

’
1、之　s4tj

上屋文明最後の来別となった昭和四十二年五月二十日、城島での撮影。

中央、文明。向って右側、テル子夫人。文明の左側、瓜生鉄雄。長門莫。

る
。
」
の
記
事
が
あ
る
。
朝
の
街
を
散
策
中
、
会
員
と
し
て
心
に

留
め
て
い
た
吉
光
の
苗
字
を
店
の
看
板
に
認
め
て
、
突
然
、
北
浜

一
丁
目
の
家
に
立
寄
ら
れ
た
の
で
あ
っ
た
。

　
来
別
の
最
後
と
な
る
第
八
回
目
は
、
昭
和
四
十
二
年
五
月
二
十

日
で
あ
る
。
十
二
日
に
東
京
を
発
ち
、
十
四
日
に
宮
崎
の
歌
会
に

出
席
し
、
そ
の
後
、
南
九
州
各
地
を
巡
っ
た
。
そ
し
て
二
十
日
は
、

別
府
駅
の
西
方
に
あ
っ
た
ホ
テ
ル
金
波
で
、
瓜
生
鉄
雄
司
会
に
よ

る
歌
会
が
聞
か
れ
た
が
、
そ
れ
に
出
席
し
、
全
首
に
的
確
な
批
評

を
行
な
っ
た
。
参
加
者
約
七
十
名
で
あ
っ
た
。

　
翌
日
の
歌
会
開
催
地
福
岡
へ
、
会
後
湯
布
院
を
経
由
し
て
向
か
っ

た
。
途
中
、
城
島
で
小
憩
し
た
が
、
辺
り
に
咲
い
て
い
た
キ
リ
シ

マ
ツ
ツ
ジ
の
分
類
か
ら
特
徴
ま
で
、
同
行
者
に
紬
か
に
説
明
し
た

り
し
た
。
そ
れ
か
ら
猪
の
瀬
戸
に
寄
り
、
湿
原
植
物
を
観
察
し
た
。

文
明
は
植
物
に
も
詳
し
く
、
単
な
る
愛
好
家
の
城
を
遥
か
に
超
え

て
専
門
的
で
も
あ
っ
た
。
書
け
ば
一
冊
の
植
物
の
本
が
す
ぐ
に
出

来
る
ほ
ど
詳
し
い
と
、
歌
壇
で
も
言
わ
れ
て
い
た
。
猪
の
瀬
戸
で

は
そ
う
し
た
こ
と
が
直
に
表
わ
れ
、
非
常
に
喜
ん
で
観
察
に
当
っ

た
と
の
こ
と
で
あ
る
。
ハ
回
目
の
来
別
に
関
し
た
歌
は
見
当
ら
な

い
。
こ
の
時
、
文
明
は
七
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
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